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青森県周辺で採集されるタコ類 

 

野呂恭成 

 
目   的 

本邦におけるタコ類の分布と形態的特徴について､は奥谷１），２），３）、奥谷ら４）が網羅的に報告しており、本邦には 55

種の八腕形目タコ類の生息が確認されている。また、北海道周辺に分布するミズダコ、ヤナギダコ、クモダコの 3種につ

いて漁獲量や生態について報告されているが５），６），７）、青森県周辺に分布するタコ類について取りまとめた報告はない。

そこで、青森県沿岸で採集されるタコ類の種毎の分布海域や生息水深、体サイズ、採集時期などを整理する。 

 
材料と方法 

青森県周辺に分布するタコ類について、漁業者による漁獲、混獲、水産総合研究所試験船青鵬丸（65 トン）によるト

ロール調査、遊漁者による採集、でそれぞれ集めた標本を用い、標本サイズ、採集時期、採集水深を記録、整理するとと

もに、文献調査をおこなった。 

 
結  果 

青森県周辺で採集されるタコ類には、青森県周辺に生息しているマダコ類 5種と、浮遊生活をおくり他海域から青森県

沿岸を漂流する 6種の合計 11種がある。本研究で得られた採集記録、収集した遊漁者等の採集情報、文献情報８），９），１０）

により、青森県周辺で採集される八腕形目中、底棲生活をおくるマダコ類と浮遊生活をおくるタコ類に分け、大きさ、採

集水深、採集海域、体重、地方名を表１、表２にそれぞれまとめた。 

記録されたマダコ類は、ミズダコ Enteroctopus dofleini、マダコ Octopus vulgaris、ヤナギダコ Octopus conispadiceus、

イイダコ Octopus ocellatus、テナガダコ Octopus minorの 5種であった。このうち漁獲対象とされているのはミズダコ、

マダコ、ヤナギダコの 3種であり、わずかにイイダコが自家消費用として漁獲される。ミズダコ、マダコ、イイダコは全

海域で採集されたが、ヤナギダコは陸奥湾では採集されなかった。テナガダコは陸奥湾でのみ採集された。採集された種

毎の最大体重は、それぞれミズダコで 36,500g、マダコで 3,620g、ヤナギダコで 6,600g、イイダコで 79gであった。種

によって分布水深は異なっており、ミズダコは季節により深浅移動し、水深数 mから 350mまでの広い範囲に、マダコは

数ｍから 65mの沿岸域に、ヤナギダコは 80m～350mの比較的深い水深帯にそれぞれ分布していた。また、イイダコは数 m

～100mの沿岸部に、テナガダコの採集記録は少なく、十数 mの泥場で採集された。 

採集された浮遊性タコ類は、ムラサキダコ Tremoctopus violaceus gracilis、アミダコ Ocythoe tuberculata、アオイ

ガイ Argonauta argo、タコブネ Argonauta hians、チヂミタコブネ Argonauta boettgeri、カンテンダコ Haliphron 

atlanticus の６種であり､いずれも漁獲対象となっていない。ムラサキダコは全海域で、アミダコは日本海、津軽海峡、

太平洋でそれぞれ採集された。アオイガイ科では、アオイガイは日本海、津軽海峡、陸奥湾で採集されたが、タコブネ、

チヂミタコブネは津軽海峡のみの採集記録であった。カンテンダコは津軽海峡のみで採集された。 

採集された種ごとの最大体重は、ムラサキダコで 1,844g、アミダコで 2,570g、カンテンダコで 25,000g、また、アオ

イガイ科では、アオイガイの殻の最大は 21.5cm、タコブネは 9cm、チヂミタコブネは 5.2cmであった。浮遊性タコ類の採

集時期は種によって異なっており、ムラサキダコは 7月～10月、アミダコは 2、4、5、11、12月、アオイガイ、タコブ

ネ、チヂミタコブネは 10月～12月８），９），１０）、カンテンダコは 11月～1月であり､アミダコを除いて夏季から冬季に採
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ミズダコ、マダコはそれぞれ地方名で呼ばれており、販売規格も地方名で決められている。ミズダコは、大型のオスが

「ミズダコ」、大型のメスが「マダコ」と呼ばれ、小型の個体は「並ダコ」、「小ダコ」である。マダコは「イシダコ」「ゴ

ジラダコ」である。 

 

表１ 青森県周辺で採集される八腕形目－マダコ科 

 

 

表２ 青森県周辺で採集される八腕形目－ムラサキダコ科、アミダコ科、イダコ科、カンテンダコ科 

 

 

考   察 

青森県周辺で採集される八腕形目について整理した結果、底棲種では、種毎に出現海域や生息水深、出現時期が異なっ

ており、種毎の生理特性に応じて生息場所を選択していることがうかがわれた。一方、浮遊性タコ類は夏季から冬季にか

けて多く出現し､これらの種は対馬暖流によって日本海を北上し、津軽海峡を経由し陸奥湾、太平洋に達すると考えられ

た。本県日本海の対馬暖流は秋季に水温が高く、流量が多くなり１１）、津軽海峡の流量は 9月に最大に、3月に最小とな

ることから１２）、浮遊性タコ類は対馬暖流、津軽暖流の流量の多い時期に多く採集されていた。 
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学名 Octopus dofleini Octopus vulgaris Octopus conispadiceus Octopus ocellatus Octopus minor
標準和名 ミズダコ マダコ ヤナギダコ イイダコ テナガダコ
水深 (m) 数ｍ～350m 数ｍ～65m 80m～350m 数ｍ～100ｍ －
体重 (g) 12g～37,000g 10g～3,620g 223g～6,600g 12g～79g －
採集海域

日本海 ○ ○ ○ ○ －
陸奥湾 ○ ○ － ○ ○

津軽海峡 ○ ○ ○             ○
※１ －

太平洋 ○ ○ ○ ○ －
地方名 マダコ(大型のメス） イシダコ イッパイダコ

ミズダコ（大型のオス） ゴジラダコ スナダコ
シオダコ（大型のオス） ガックラダコ

ガンダコ

学名 Tremoctopus
violaceus gracilis

Ocythoe tuberculata Argonauta argo Argonauta hians Argonauta boettgeri Haliphron atlanticus

標準和名 ムラサキダコ アミダコ アオイガイ タコブネ チヂミタコブネ カンテンダコ
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※2 -
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太平洋 ○ ○ － － － －

採集月 7月～10月 2月，5月，6月，11月，12月 10月～12月 10月～12月 10月～12月 11月～1月
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13)

※2　奈良正義（2003）
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